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[bookmark: _GoBack]11月22日に地籍整備課の岡村係長より、都道府県地籍担当者各位宛に出されました別添ファイルの「【参考】H29課長通知の記載例について(1121).PDF」に記載されているページと、日本国土調査測量協会発行（平成29年度版）記載例との差異、及びページ位置の関係について、見比べられるよう整理してみましたので、ご利用ください。

「地籍測量及び地積測定における作業の記録・成果の記載例」の課長通知について」で、
≪一般社団法人日本国土調査測量協会発行の記載例(平成29年度版)平成29年7月と異なる点≫　に記載されているページ位置の関係他について、

地籍整備課発行ページ　　→　　日本国土調査測量協会発行ページ

１．タイトル　　…作業の記録・成果…　　→　　…作業の記録及び成果…
２．総則　　第1節目的の２．３．を省略　（協会発行記載例の３、４p）
　　　　　　第3節　用語の定義の①～⑨を省略　（協会発行記載例の５p）
　　　　　　⑪の事業機関名　・実行機関中の「受託会社」を「受託法人」とする
　　　　　　協会発行記載例の7pは記載を省略
　　　　　　協会発行記載例の12p～16Pまでの記載を省略
３．D工程省略の　　　p200は →  p211    精度管理表その３に標高値を記載
　※平成29年11月21日付け事務連絡、地籍整備課企画専門官発の「地籍図根多角測量を省略した場合における１次の細部多角点の標高値の取扱いについて（周知）」を参照。

４．平均図と観測図　　  p19 　→  p29　「注6：図郭線は省くこともできる」を追記
                        p73   →  p83　「注：図郭線を省くこともできる」を追記
                        p84   →  p94　　　　 〃
                        p85   →  p95　　　　 〃
                        p122  →  p132　　　　〃
                        p164  →　p174        〃
                        p173  →  p184　　　　〃
                        p174  →  p185　　　　〃
                        p203  →  p214　　　　〃

５．基線解析時の方法　　p28   →  p38　　「注3：基線解析は、…」を修正
P58   →　p70　　　　〃
P63   →　p75　　　　〃

６．精度管理表の作業量　p50   →　p60  「注5：作業量の点数は、新点数とする」を追記
７．GNSS測量の点検数量の単位を「点」から「辺」に変更
　　　　　　　　　　　　p51   →  p61　　「注：点検測量の作業量は辺数とする」
  p78   →　p88         〃
  p145  →　p155　　　　〃
　p160  →　p170　　　　〃

８．従来のＴＳ法を追加掲載
　　　　　　　　　　　　P65,p66,p67  →　p76~　　従来の方法も掲載

９．点検測量の長辺を追加
　　　　　　　　　　　p106  →　p116　　前の記載例と同様に、距離の比較値を記載
p112  →  p122　　　　〃
(p118) p188  →  p199　　　　〃
       P194  →　p205　　　　〃
P211  →　p222　　　　〃
P215  →　p226　　　　〃

10．第２章_第２節_第2項_4.地籍図根多角測量観測計算諸簿(7)点検計算（標高）
　　p91 → p101  「T1T1-D12-1 T1交2」の目標高「－1.540」を「＋1.540」に修正

11．第2章_第３節_第１項_4．細部図根測量観測計算諸簿(6)点検計算(標高)
　　P178 → p189  検符漏れ（総合点標高、閉合差、許容範囲）に検符マークを追加

12．協会発行記載例の317頁（参考：マニュアルに対応した記載例）以降は省略

以上


